
令和５年４月６日（木）

　　　　北区立　谷端小学校
　　　　校　長　　清水　智子

４月号（No.４５８）

1 2 3 4 5 6

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水
春季休業日終
※新２年生入学式練習 １０：５０～

6 木 2 2 1 1 1 2
始業式 　８：４０～
入学式 １０：００～          ※給食なし

7 金 4 4 4 4 5 5
給食始（２～６年）
発育測定（２～６年）　　委員会活動
※１年生下校１２：１０頃

8 土

9 日

10 月 4 5 5 5 5 5
１年生給食開始　※１年生下校１３：１５頃
保護者会(３、４、５、６年)１４：３０～
(全体→クラス)

11 火 4 5 6 6 6 6
発育測定（１年）　聴力検査(３、５年)
保護者会(１、２年)１４：３０～
(全体→クラス)

12 水 4 4 5 5 5 5
１年生を迎える会　視力検査(４、５、６年)
交通安全教室（１、２年）

13 木 4 5 6 6 6 6
視力検査(１，２年)
聴力検査（１年）

14 金 4 5 5 6 6 6
クラブ　　区・基礎基本調査（５・６年）
視力検査(３年)
聴力検査（２年）

15 土

16 日

17 月 4 5 5 6 6 6 はたらく消防の写生会（１・２年）

18 火 4 6 6 6 6 6
全国学力・学習状況調査（６年生）
区・基礎基本調査（２～４年生）
耳鼻科検診（全学年）１３：１５～

19 水 4 4 4 4 4 4 委員長紹介（集会）

20 木 4 5 6 6 6 6 眼科検診（全学年）

21 金 4 5 5 5 5 5 心臓検診（１、４年生）

22 土 3 3 3 3 3 3 土曜授業日　公開なし避難訓練(引き取り)

23 日

24 月 4 5 5 6 6 6 防犯教室(１、２年)

25 火 4 6 6 6 6 6

26 水 4 4 5 5 5 5

27 木 4 5 6 6 6 6

28 金 4 5 5 5 5 5 離任式 １３：３０～１４：１０

29 土 昭和の日

30 日

日 曜
開
放 ４月の予定表

授　業　時　数

http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakko/gakkojoho/kuritsu/yabata/index.html

学校HPのQRコード

〒114-0023 東京都北区滝野川7－12－17 ☎０３（３９１６）１１５５

春季休業日

◆今年度の行事予定については、学校ホームページに掲載い

たします。ご覧ください。

◆校庭開放や貸出は、工事により校庭面積が縮小するため、

しばらくの期間、中止させていただきます。

自らを成長させようとする

子どもと教職員で奏でる谷端小の教育
校長 清水 智子

ご入学、ご進級おめでとうございます。北谷端公園の八重桜

の淡いピンクの花に迎えられて、３０名の新１年生を迎え全校

児童２０４名、８学級で令和５年度の教育活動をスタートいたし

ました。新年度に夢と希望を抱く子どもたちの入学、進級を心

よりお祝い申し上げます。谷端小学校の輝かしい歴史と伝統を

受け継ぎ、地域や保護者の皆様の信頼と熱い思いに応えるこ

とができるように全力で取り組む所存です。よろしくお願い申し

上げます。

今年度は、本校の教育目標である「よく考える子」「だれとでも

なかよくする子」「ねばりづよくがんばる子」の育成に向けて、次

の方針を基に、教育を進めて参ります。

◎各教科の見方・考え方を働かせながら主体的・協働的に学

ぶ授業を実現し、学ぶ喜びが実感できる子を育てる。【知】

○規律を重んじ、自他の生命や人格を尊重しながら互いに

高め合う学校環境を創り上げ、人の心の痛みが感じられる

子を育て る。【徳】

○健康な体と健全な心をもち、何事にも前向きに粘り強く挑

戦する諸活動を工夫し、自ら心身を鍛える子を育てる。【体】

これらの方針は、いつも子どもを中心に据えた地域と手を携

えた学校でこそ実現することができます。そのためには、日常

的に地域やご家庭と連携することにより、子どもたちが様々な

場面で、活躍できる教育環境を整えることが大変重要です。諸

体験を通して、子どもたちには、広く社会貢献につながる心地

よさや充実感を感得させながら、この方針を実現させていきた

いと思います。

さて、今月からNHK連続テレビ小説「らんまん」が始まりました。

主人公は、日本の植物学の父牧野富太郎氏です。牧野氏の

伝記を脚本にするために、作家の池波正太郎氏は、ご自宅を

訪ねご本人の取材を熱心に行われたと聞きます。

牧野氏が生涯を貫いて研究した植物は、種を保存するため

に様々な知恵を働かせて生きています。植物は移動ができな

いため、タネができあがるとできるだけ遠くへ運ぶ方法を工夫

します。新天地に運ばれたタネは、過酷な環境と戦いながら、

新たなタネをつくり出すために努力します。期待を担って親元

から遠く離れたタネの子は、少しでも強い種を増やすために根

を張り、葉を広げて成長しようと試みます。親は子に託し、子は

親の思いを受け、自ら成長し実を結ぶという植物のもつ力の素

晴らしさに気付く時、生涯をかけて研究に没頭した牧野氏の思

いが伝わってくるように感じます。本校も、子ども達一人一人の

輝く原石を見出し、その成長を信じて働きかけ続ける教職員の

姿と、その思いに応えようとする子どもの姿が、互いに共鳴する

教育活動を目指して努力したいと思いました。

色とりどりの花が一斉に咲く、希望にあふれたこの時季に、昨

日より今日、今日より明日と、自らを向上させようとする高い志

をもつ子どもと教職員のハーモニーが奏でられる谷端小学校

にするために、教職員一同精一杯努力致しますので、今年度

もご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakko/gakkojoho/kuritsu/yabata/index.html

